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map = function(f, xs) {
var res = [];



















本研究では Haskell を JavaScript へ変換する言語変換系
Fay[1] を対象とし，Web 開発ツールである Firebug を拡張す
















また，本研究の関連技術として Source Maps[2] が挙げられ
る．本研究は，S プログラムと T プログラムを行単位で対応付
ける点で類似しているが，T プログラムの実行時情報を用いて















体例として Haskellを JavaScriptへ変換する言語変換系 Fayを
対象に提案環境を構築した．この提案環境では，シンボル情報
を用いて Haskellプログラムと JavaScriptプログラムを行番号
で対応付け，JavaScript プログラムの実行時情報から擬似的に
Haskellプログラムの実行時情報を生成することで，ソースレベ
ルデバッグを可能にした．
また本支援環境において，Haskell プログラムの擬似的な実
行時情報に JavaScriptの表現がそのまま埋め込まれることがあ
る．今後の課題として，そのような JavaScriptの表現をHaskell
の表現へ変換できるよう改良する．
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